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令和 8年（2026年）1月 15日 【隔月刊】 

放光寺町会移動支援推進委員会事務局 

 

「お互いさまタクシー」事業のこれまでと

これから 

2021年3月から昨年12月までに2,305

台のタクシーに述べ 3,599人が利用。 

当初の利用者負担額は 1 台あたり 1,200

円で、降車時には支払わずに町会を通じて

利用者に請求する仕組みでした。 

その後、推進委員会では利用者の声を反映

しながらタクシー会社と協議を重ね、1 台あ

たりの利用者負担額を 1,000円にし、降車

時に支払えるように 22年2月より変更。24年 10月からは、市

の移動支援補助事業の運営団体として採択されました。 

いま、「交通空白地域」の解消に向け、全国各地で地域交通の見直

しが行われています。白板地区でも買い物に関するアンケート調

査が町会とは別に実施され、検討が始まりました。地域の移動支

援を「自分ごと」として捉え、先行事例を参考に「お互いさまタクシ

ー」をより使いやすい事業に改善していきたいと考えています。 

☆★☆私たちは移動支援「お互いさまタクシー」を応援しています☆★☆ 

 

「お互いさまタクシー」通信 第 22号 

 

今後の予定 

1月 16日 第 47回茶話会 

 

2月 20日 第 48回茶話会 

スクエアボッチャ 

2月 21日 第 28回推進委員

会 

3月 13日 第 49回茶話会 

つむぎちゃん劇団 

＜詳しくは、回覧をご覧ください＞ 

【裏面につづく】 

活動内容は、フ

ェイスブック

「松本市放光寺

町会」で紹介し

ています。 
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茶話会を開催しました 
原則として、毎月第 3金曜日の 10時より茶話会を開催しています。 

第45回茶話会＆出前ふれあい健康教室（11月

21日）では、白板地区担当保健士および地区福

祉ひろばの職員の指導のもと、体力に合わせて

手首や足首におもりを付けながら「いきいき百

歳体操」を行いました。 

第 46 回茶話会＆ふれあい会食会（12 月 19

日）では、町内「松葉家」にてお弁当をいただき

ながら歓談を楽しみました。 

1 月１６日の第 4７回では、あおぼし亭よし吉さ

ん（町内在住）の落語と放光寺町会かるた遊び

を、２月 20日の第 48回茶話会では市社協によるスクエアボッチャを行う予定です。

ぜひ、ご参加ください。 

住民の支え合い・助け合い活動に関するアンケート調査結果 
昨年 10 月 26 日～11 月 19 日に、町会に加入している 300 世帯を対象に実施し

たアンケートの回収率は 65.3％（196世帯）でした。 

日常生活で困っていることは、多い順に「雪かき」「庭の手入れ・除草」「デジタル機器

の使い方」でした。支援を受ける際に気になること・配慮してほしいことは、プライバシ

ーの保護を求める記述が最も多く、他に性別、体力、性格、有償の場合の金額などの

記載もありました。 

支え手として可能な支援は、多い順に「ゴミ出し」「話し相手になる」「雪かき」「デジタ

ル機器の使い方」で、支援活動への不安や相談したいことのキーワードは「トラブル時

の対応」「体力的な不安」「個人情報の扱い」の順に多くありました。 

町会での支え合い・助け合いの仕組みに「関心がある」が125世帯（全世帯の41.7％）

あり、参加しやすい活動のキーワードは「近所」「短時間」「グループ」でした。 

「支援の必要性」と「支援の支え手としての活動の可能性」の関係をみると、何らかの

活動が可能とした世帯が 119（全世帯の39.7％）あり、近所（顔見知り）で少しでもで

きることがあれば支え手として活動したいと思っている方が、10世帯（およそ 1つの

組）に 4 世帯はある計算になります。日頃から近所で「支え合い・助け合い」ができる

関係を築くことで、安心して住み続けられる町会になることを願っています。 


